


目次構成

▶序論
第１章　本研究について
　1-1. はじめに
　1-2. 研究の目的と方法
　1-3. 論文の構成
　1-4. 既往研究と論文の位置づけ
　　1-4-1. 神社の発生について‒従来の研究
　　1-4-2. 丸山茂説
　　1-4-3. 丸山茂説の評価と以後の研究
　　1-4-4. 本研究の位置づけ

▶本論
第２章　熊野地方と「海の熊野」
　2-1. 熊野とは
　　2-1-1. 範囲
　　2-1-2. 熊野という地名
　　2-1-3. 地理
　　2-1-4. 熊野の宗教
　2-2. 熊野と国家
　　2-2-1. 文明文化の入り口 -出雲との比較
　　2-2-2. 国家にとっての＜反の世界＞-伊勢との比較
　2-3.「海の熊野」について
　　2-3-1. 黒潮の流れに乗って
　　2-3-2. 常世信仰
　　2-3-3. 補陀落渡海
　　2-3-4. 漂着信仰
　2-4. 小結

第３章　地図・文献から見る＜二重性＞
　3-1. 調査した７つの神社
　　3-1-1. 神倉神社
　　3-1-2. 阿須賀神社
　　3-1-3. 熊野速玉大社
　　3-1-4. 神内神社
　　3-1-5. 花の窟神社
　　3-1-6. 産田神社
　　3-1-7. 熊野那智大社別宮飛瀧神社
　3-2. 国家の存在根拠として
　　3-2-1. 神話に描かれる場所
　　3-2-2. 社格のある神社
　3-3. 地域の生存拠点として
　　3-3-1. 立地と遺跡の分布
　　3-3-2. 熊野速玉大社例大祭
　　3-3-3. 那智の扇祭
　　3-3-4. 葬所としての花の窟
　　3-3-5. 産土神について
　　3-3-6. 阿須賀神社の徐福伝説
　　3-3-7. 漁民たちのヤマアテ
　　3-3-8. 社格のない神社
　3-4. 小結

第４章　民間口承の残る神内神社に見る＜二重性＞

　4-1. 神内神社に伝わる口承
　　4-1-1. 神内集落について
　　4-1-2. 神内神社
　　4-1-3.「古神殿」と「聖社」
　4-2. 口承が語ること
　　4-2-1. 仮説①　国家による "直接的 " な神社化
　　4-2-2. 仮説②　修験者を介在する "間接的 " な神社化
　　4-2-3. 神内神社の＜二重性＞
　4-3. 小結

第５章　考察・神社の＜二重性＞
　5-1. 神社の＜二重性＞
　5-2.＜二重性＞の発生
　　5-2-1.＜二重性＞の発生過程の模型
　　5-2-2. 現在にまで残る＜二重性＞
　5-3. 小結

▶結論
第６章　結論

あとがき
謝辞　
参考文献
図版出典

国家の存在根拠としての神社　地域の生存拠点としての神社

－「海の熊野」を事例として－

註１：建築史家。1981 年東京大学工学系研究科建築学博士課程修了。現在跡見
学園女子大学教授。
註２：『建築史学』第 33 号（建築史学会 ,1999.9）で初出
註３：官社として神社を登録すること。官社とは、祈年祭に神祇官から幣帛（神
に奉献するものの総称）を受ける神社。
註４：正確には延長 5年（927 年）にまとめられた『延喜式』の巻九・十のこと。
官社とされた全国の神社一覧。延喜式に記載された神社のことを式内社といい、
全国で 2861 社。記載されていない神社のことを式外社という。
註５：建築史家。長崎総合科学大学教授。
註６：1908-1993。宗教学者・民俗学者。
註７：五来重の提唱した概念で、熊野における山の文化圏（「山の熊野」）に対
する海の文化圏のこと。
註８：『延喜式神名帳』が神祇官によって作成されたものであるのに対し、各国
の国司が作成した神社リストを『国内神名帳』という。
註９：『延喜式神名帳』には記載されないが、六国史（『日本書紀』・『続日本紀』・
『日本後紀』・『続日本後紀』・『日本文徳天皇実録』・『日本三代実録』）には見ら
れる神社のこと。
註１０：縄文時代に日本で発生した海水面の上昇のこと。現在より海水面が約
3m高かったとされる。
註１１：洪水などの水害を防ぎ、また水運や農業用水の便のため、河川の改良•
保全を行うこと。

■註釈

図１：筆者作成
図２：国土地理院の白地図を元に筆者作成
図３～５：筆者撮影
図６：筆者作成
図７：基盤地図標高変換で筆者作成
図８：植島啓司『世界遺産　神々の眠る「熊野」を歩く』（集英社新書 ,2009）
図９～１３：筆者作成
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